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次世代地上ガンマ線天文台 CTA (Cherenkov Telescope Array) は、解像型大気チェレンコフ望遠鏡およそ 100
基を南北 2 サイトに設置し、従来より一桁深いガンマ線観測感度で全天を観測する野心的な計画である。主鏡口
径が異なる 3 種類の望遠鏡を用いることで、CTA は稼働中の解像型大気チェレンコフ望遠鏡群より一桁広い、
20GeV から 100TeV 以上までのガンマ線エネルギー領域をカバーする。未踏の装置規模は望遠鏡配置、ハード
ウェア構成等のパラメータに高い自由度を与えるため、シミュレーションによる事前のデザイン研究が不可欠で
ある。CTA のモンテカルロ (MC) シミュレーションワークパッケージ (WP) は、CTA コンソーシアム内で共通
の MC シミュレーションソフトウェアを準備し、これを用いてガンマ線および宇宙線原子核を主成分とするバッ
クグランド粒子に由来する空気シャワーモンテカルロシミュレーション事象の大量生産を行ってきた。また、こ
のシミュレーションデータを解析し、CTA の仕様を観測性能 (観測感度、角分解能、エネルギー分解能等) およ
びコストについて最適化するための調査、複数の観測サイト候補地の観測性能に関する比較等を行っている。本
講演ではそれらの中間結果を紹介する。


